
令和４年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 
令和４年９月６日（火）15時 35分～16時 00分 

令和４年 12月 26日（月）10時 55分～11時 30分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局政策課長、行財政局長、行財政局財務課長、文化スポーツ局

長、文化スポーツ局副局長 

議 題 
だれでも、どこでも、アートが楽しめるまち神戸 

青少年科学館のリニューアル（12/26のみ） 

提案概要 

≪だれでも、どこでも、アートが楽しめるまち神戸≫ 

・神戸ジャズ 100周年を契機として、様々な企画を通してまちの賑

わいを創出するとともに、市民・県民に対して「ジャズの街神戸」

の浸透を図っていくため、年間を通して神戸ジャズ 100周年関連

事業を多数実施する。 

・まちなかでのアートパフォーマンスの推進・定着や育成を目指す

ため、まちなかにおいて屋外で行うパフォーマンスを支援する新

たな制度を創設する。 

・アーティストの活動機会の創出、まちの賑わいづくり、市民が気

軽にアートに触れられる機会の創出のため、まちなかでのイベン

トの開催経費を支援する。 

・ライブハウス等による屋内外でのライブ開催を支援し、ナイトタ

イムエコノミーを推進するとともに、大手レコード会社との連携

等により、若者向け音楽イベントを開催・充実させる。 

・六甲山の文化芸術による活性化を促進させるため、2025大阪万博

に向けて拡大・発展を目指す「六甲ミーツ・アート芸術散歩」の

開催に対する支援を拡充する。 

 

≪青少年科学館のリニューアル≫ 

・最新のデジタル技術（AR・VR）等を導入する等、幅広い世代が科

学の面白さを体験できるよう大規模リニューアルに着手する。 

・令和５年度は、力としくみの科学・物質とエネルギーの科学（第

１展示室）及び創造性の科学（第６展示室）のリニューアルや、

トイレのバリアフリー化などに取り組む。 



会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

≪だれでも、どこでも、アートが楽しめるまち神戸≫ 

芸術文化の振興、まちなかの賑わいづくりのために、どのような

取り組みや仕組みが必要であるか、局の提案をもとに議論した。 

・どのような場所であれば、アートパフォーマンスによる賑わいが

期待できるのか検討する必要がある。 

・ジャズの演奏やダンスなどを行うとともに、神戸ならではの食材

やお酒の提供を行う「ハーバージャズナイト」などのイベントは、

参加人数が増えるのであれば警察と調整して事故防止に取り組

む必要がある。 

・アーティストの支援制度については、親しみのある名称にする。 

 

≪青少年科学館のリニューアル≫ 

今後複数年をかけて科学館全体のハード・ソフト両面から総合的

なリニューアルを進めていくことについて、局の提案をもとに議論

した。 

・青少年科学館の展示更新は、若手有識者など外部の意見を聞く。 

 


